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世界一「なでしこジャパン」の案山子(かかし)
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燕第一地区まちづくり協議会が実施した「第 3 回親子で作る
案山子勢ぞろい」事業です。今年は 27 体の案山子が 7 月
31 日から 8 月 21 日まで展示されました。
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【主な内容】　 9月定例会



平成22年度決算を認定
■　決算審査特別委員会における決算の概要と質疑の一部を紹介します

　平成22 年度の一般会計及び特別会計の総決算額の形式
収 支 は 17億 5,059万円で翌年度に繰り越すべき財源 7,734
万円を差し引いた実質収支では 16 億 7,325 万 円の 黒 字と
なっています。委員会で審議された質疑の一部を紹介します。

　不納付欠損額が約 6 千万円
にもなっている理由は何か。
Ｑ

　保育園の臨時職員賃金が増
えている理由は何か。また何
名いるのか。

Ｑ

　吉田北保育園で乳児・未満児保育が開
始されたことと、早朝や延長の保育希望
者が増えているための対応で、臨時職員
数は 261 名。

Ａ

　21 年度に比べて市税が約 
5 億 7 千万円落ち込んでいる
理由は何か。

Ｑ

　個人市民税の落ち込み大きい。産業
の業績が回復していないため、労働時
間の短縮などによる所得の減少がある
と見ている。

Ａ

　補助を受けている人は
419 名で、難病には 130
が指定されている。

Ａ

【一般会計】約 347 億 6,200 万円 ( 歳入 ) ー約 336 億 9,500 万円 ( 歳出 )
一般会計は、主に市税を財源として産業・教育・福祉関連など、暮らしに密着したサービスや生活基盤の整備を行う会計です。

【特別会計】約 186 億 3,200 万円 ( 歳入 ) ー約 179 億 4,800 万円 ( 歳出 )
特別会計は、特定の収入により事業を行う会計です。国民健康保険特別会計など全部で９つの特別会計があります。

■ 市民の皆さんからは以下のような税金をいただいています（税目別収入状況）

■ いただいた税金や交付税などで実施した主な事業です

平成 22 年度 平成 21 年度 比較増減
収入済額 構成比 収入済額 構成比 増減額 率

市 民 税 41 億 6,052 万 2,129 円 40.9％ 46 億 4,963 万　650 円 43.6％ △ 4 億 8,910 万 8,521 円 △10.5％

個人分 32 億 1,417 万 9,849 円 31.6％ 36 億 4,683 万 7,350 円 34.2％ △ 4 億 3,265 万 7,501 円 △11.9％

法人分 9 億 4,634 万 2,280 円 9.3％ 10 億　279 万 3,300 円 9.4％ △ 5,645 万 1,020 円 △ 5.6％

固定資産税 53 億 4,228 万 1,215 円 52.5％ 53 億 7,847 万 9,399 円 50.4％ △ 3,619 万 8,184 円 △ 0.7％

軽自動車税 1 億 7,971 万 3,900 円 1.8％ 1 億 7,661 万 6,600 円 1.6％ 309 万 7,300 円 1.8％

市たばこ税 4 億 8,347 万　165 円 4.8％ 4 億 6,877 万 2,783 円 4.4％ 1,469 万 7,382 円 3.1％

合　　計 101 億 6,598 万 7,409 円 100.0％ 106 億 7,349 万 9,432 円 100.0％ △ 5 億　751 万 2,023 円 △ 4.8％

市民の安心安全のために
　◆常備消防事業　12 億1,925万円

燕・弥彦総合事務組合の消防本部、地
区消防署の管理運営費を負担しました。

市民主体のまちづくりのために
　◆まちづくり協議会支援事業

　2,140 万円
市内 13カ所あるまちづくり協議会への財政
援助を行いました。

　67 集落が参加している。老人
会や子ども会とともに水路や遊休
農地の草刈り等に取り組んでおり
効果はある。

Ａ

　市街地雨水対策事業は
効果があるのか。

　時間雨量 25 ミリに対応できるよう
に改修している。一定の効果はある。
Ａ

Ｑ

子どもたちの健康のために
　◆乳児・子ども医療費助成事業

　1 億 4,934 万円
通院は満６歳まで（３人以上は満 12 歳）
入院は満 12 歳までの費用（除一部負担金）

中小企業支援のために
　◆中小企業融資金貸付金

　41 億 4,942 万円
中小企業の運転資金及び設備資金・工業
用地の取得資金の融資を行いました。

農業の環境整備のために
　◆村づくり交付金事業

　1 億 7,060 万円
農業施設の維持管理の軽減と、農業生産
性の向上を図るために、農業用排水施設
やため池を整備しました。

お年寄りの健康のために
　◆後期高齢者医療広域連合運営費

　６億 53 万円
療養給付費の一部と後期高齢者広域連
合の事務経費を負担しました。

障がい者が安心して暮らせるために
　◆障がい者介護給付費支援事業

　６億 2,143 万円
障がい者への居宅サービス・施設への入所、
通所サービス利用支援給付を行いました。

安心な教育環境のために
　◆吉田南小学校校舎改築事業

　3 億 893 万円
プールの建設、グラウンド及びナイター
照明設備の整備を実施しました。

　①企業の業績が回復しない、②差
し押さえる財産がない、③所在不明
者が増えている、などで納付につな
げることができない。

Ａ

　県の難病患者居宅生活支援事業
補助金を受ける人は何人か。また、
難病に指定される疾病数はいくつ
あるか。

Ｑ

　農地・水・環境保全向上
活動支援事業は、効果のあ
る事業なのか。

Ｑ
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市政に対する
一般質問
　９月議会では 16 名の議員が、市政全般に
わたって市の考えをただしました。
　この目次ページでは各議員の質問項目を紹
介しています。本文は各議員からの寄稿で、
掲載の文字数が限られているため、質問項目
を絞って記載されている場合もあります。
　詳しい議事録は 12 月ころに各図書館など
で閲覧できるほか、市議会ホームページから
もご覧いただけます。

（一般質問の通告順に掲載）

⑩ 土　田　　　昇 議員　9 ページ

1. 特養ホームの増設について
2. 23 年度米の放射性物質の検査について
3. 墓地建設（法花堂地内）について

⑪ 長　井　由喜雄 議員　10 ページ

1. 国保被保険者に無理なく取り組んでもらえる医療費削減の
取り組みについて

2. 原発問題と市民・子どもたちの健康について
3. 脱原発を見越した再生可能エネルギーの取り組みについて

⑫  山　﨑　雅　男 議員　10 ページ

1. 燕市内行政視察を行い施設等今後の重要課題について
2. 総合計画の取り扱いについて

⑬ 大　原　伊　一 議員　11 ページ

1. 燕市行政改革大綱前期実施計画の進捗状況と後期実施計画
の内容について

2. 豪雨対策について

⑭ タナカ・キン 議員　11 ページ

1. 消雪パイプによる夏の暑さ対策について
2. 観光協会の統合について
3. 墓地・埋葬等に関する条例について
4.100 年コンクリートについて　　
5. 在宅介護手当の見直しについて

⑮ 阿　部　健　二 議員　12 ページ

1. 被災地復興より新庁舎建設が優先か
2. いよいよ始まる問題数多の新庁舎建設について改めて問う
3. 議会制民主主義について市長の考えを問う

⑯ 齋　藤　紀美江 議員　12 ページ

1. こども夢基金について　2. 在宅介護手当の見直しについて
3.高齢者医療情報キットの配布について
4. 市民協働の認識について

① 中　島　清　一 議員　5 ページ

1. 集中豪雨対策について　　2. 原発問題について　

3. ふれあいトークについて　4. 県立武道館の誘致について

5. 福祉問題について　6. 環境問題について

7. 教育問題について

② 渡　邉　雄　三 議員　5 ページ

1. 防災計画について　　2. ＡＥＤの設置状況について　

③ 本　多　了　一 議員　6 ページ

1. 市長の政治姿勢について
2. 非核平和都市宣言に関連して　3. 地場産業対策について

④ 樋　浦　恵　美 議員　6 ページ

1. デマンド交通システムについて
2. 学校給食センター建設について
3. 公共施設の跡地利活用について

⑤ 齋　藤　信　行 議員　7 ページ

1. 可動堰改築事業に伴う残土仮置き契約後の対応・治水・
排水対策について

2. 新潟・福島豪雨の対応状況及び被害状況について
3. 市長の目線について

⑥ 塙　　　　　豊 議員　7 ページ

1. 今後の行政改革の行方について
2. 産業経済問題について　　3. 空き家対策について

⑦ 中　島　義　和 議員　8 ページ

1. 須頃郷排水対策について
2. 集中豪雨による河川敷農作物被害について
3. 障がい者福祉施設の集約化について
4. 不燃物最終処分場跡地利活用について

⑧ 中　山　眞　二 議員　8 ページ

1. 産業について　　2. 市有地の宅地造成・分譲について
3. 幼保の統合について　　4. 市民サービスについて

⑨ 小　林　由　明 議員　9 ページ

1. 地域活動の核となる方々への災害時の情報提供について
2. 屋外運動場の安全管理について  3. 職員の接遇態度について

問
①　

東
日
本
大
震
災
や
新

潟
・
福
島
豪
雨
を
受
け
て
、

地
域
防
災
の
見
直
し
を
ど
う

進
め
て
い
く
の
か
。小
中
学

校
で
の
防
災
教
育
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。市
民
へ
の
情

報
伝
達
手
段
と
し
て
防
災
ラ

ジ
オ
な
ど
が
あ
る
が
、不
十

分
で
あ
り
、今
後
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
く
か
。自
主
防

災
組
織
の
重
要
性
を
ど
う
図

っ
て
い
く
か
。防
災
セ
ミ
ナ
ー

実
施
な
ど
を
考
え
て
い
る
か
。

原
発
が
す
べ
て
停
止
す
る
可

能
性
も
あ
る
が
、そ
う
な
っ

た
と
き
は
さ
ら
な
る
節
電
が

必
要
で
あ
り
、ど
う
対
応
し

て
い
く
の
か
。市
役
所
各
庁

舎
で
は
昨
年
７
月
と
今
年
７

月
の
消
費
電
力
が
ど
の
く
ら

い
軽
減
で
き
た
の
か
。一
般

家
庭
で
あ
れ
ば
、照
明
器
具

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
切
り
替
え
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、市
で

補
助
制
度
も
必
要
で
は
な
い

か
。市
が
管
理
す
る
防
犯
灯

な
ど
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
切
り
替
え

て
は
ど
う
か
。　

答
①　

防
災
計
画
は
大
震
災

か
ら
全
国
的
に
検
討
さ
れ
て

お
り
、９
月
７
日
に
新
潟
大

学
災
害
・
復
興
科
学
研
究

所
と
防
災
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
協
定
を
調
印
し
た
。専

門
家
の
指
導
・
助
言
を
い
た

だ
く
必
要
が
あ
る
と
の
認
識

で
、一つ
の
災
害
か
ら
の
観
点

で
な
く
、い
ろ
い
ろ
な
災
害

を
想
定
す
る
こ
と
が
必
要
。

情
報
伝
達
と
し
て
防
災
行

政
無
線
、高
齢
者
や
障
が
い

者
に
貸
与
の
緊
急
告
知
ラ
ジ

オ
、防
災
つ
ば
め
ー
ル
な
ど

を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、広
報

車
で
の
広
報
も
あ
る
。庁
舎

全
体
の
７
月
の
電
気
使
用
量

は
昨
年
よ
り
31
・
９
％
、約

35
万
円
の
削
減
と
な
っ
た
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
補
助
制
度
に
つ
い

て
は
、国
や
県
、先
進
事
例

を
参
考
に
助
成
制
度
と
は
別

の
方
法
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
普

及
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い

る
。防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、長

期
的
視
点
で
検
討
し
て
い
く
。

問
②　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
状
況

に
つ
い
て
、Ａ
Ｅ
Ｄ
マッ
プ
の
よ

う
な
設
置
場
所
を
明
記
し
た

も
の
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
②　

現
在
、公
共
施
設
に

つ
い
て
は
40
施
設
で
44
個
設

置
し
て
い
る
。掲
載
方
法
を

含
め
、今
後
研
究
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
①　

７
月
の
新
潟
・
福
島

豪
雨
は
７
年
前
の
７・
13
水

害
を
上
回
る
被
害
と
な
っ
た

が
、今
回
の
豪
雨
に
よ
る
教

訓
は
何
か
。

答
①　

教
訓
と
し
て
は
情
報

の
共
有
や
伝
達
手
段
に
課
題

が
あ
っ
た
。市
民
へ
の
的
確

な
情
報
手
段
も
さ
ら
に
研
究

が
必
要
と
感
じ
た
。特
に
今

回
の
避
難
準
備
情
報
の
発
令

に
は
、防
災
行
政
無
線
を
は

じ
め
、消
防
本
部
等
に
よ
る

広
報
車
、防
災
つ
ば
め
～
ル
、

燕
三
条
Ｆ
Ｍ
、各
自
治
会
へ

の
電
話
連
絡
等
で
対
応
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
が
、結
果
と

し
て一
部
伝
わ
り
に
く
か
っ
た

と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
。今

後
と
も
必
要
な
情
報
の
提
供

に
は
積
極
的
に
対
応
し
て
い

き
た
い
。

　

ま
た
、自
主
防
災
組
織
等

を
通
じ
て
相
互
の
情
報
共
有

や
連
携
、共
助
の
必
要
性
に

つ
い
て
も
理
解
を
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
②　

想
定
外
の
大
地
震
や

集
中
豪
雨
な
ど
、ま
さ
に
新

記
録
づ
く
め
で
あ
る
。大
規

模
な
災
害
が
発
生
し
た
際
に

は
県
境
を
越
え
、被
災
す
る

可
能
性
の
低
い
遠
隔
地
の
自

治
体
と
相
互
援
助
協
定
を
締

結
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
。

答
②　

現
在
当
市
は
新
潟
市

を
は
じ
め
、県
内
の
11
の
市

町
村
と
相
互
援
助
協
定
を
締

結
し
て
い
る
が
、広
域
的
な

応
援
協
定
が
必
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。現
在
い
く

つ
か
の
自
治
体
と
接
触
を
始

め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
③　

福
島
第
一
原
発
事
故

で
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質

は
風
に
乗
っ
て
移
動
し
、東

北
だ
け
で
な
く
、関
東
や
甲

信
越
な
ど
広
範
囲
に
拡
散
し

た
。市
民
の
安
心
、健
康
を

守
る
た
め
に
も
市
と
し
て
検

査
機
器
を
常
時
備
え
て
お
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

答
③　

市
と
し
て
も
独
自
で

購
入
す
る
こ
と
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
る
。県
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
得
な
が
ら
機
器
の
選
定

を
進
め
て
い
る
。で
き
る
だ

け
早
く
発
注
を
し
た
い
と
考

え
て
お
り
、今
議
会
に
追
加

補
正
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

防
災
計
画
の
見
直
し
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
節
電
効
果

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所
の
マ
ッ
プ
と
使
用
講
習
会

新
潟
・
福
島
豪
雨
の
教
訓
は
何
か

市
で
放
射
線
検
査
の
測
定
機
器
を
備
え
て
は

大河津分水路の増水状況 (7 月 30 日撮影 )

中
島
　
清
一
　
議
員
　
旭
日
会

渡
邉
　
雄
三
　
議
員
　
公
明
党
議
員
団

議会だより No.24  2011年 (平成23年) 11月15日Ｑ 市政に対する一般質問
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問
①　

社
会
保
障
と
税
一
体

改
革
の
中
身
を
見
て
み
る

と
、消
費
税
を
２
０
１
２
年

代
の
半
ば
ま
で
に
段
階
的
に

10
％
ま
で
引
き
上
げ
る
内
容

だ
。ご
承
知
の
よ
う
に
消
費

税
は
極
め
て
逆
進
性
の
高
い

税
金
で
、東
日
本
大
震
災
で

被
害
を
受
け
た
多
く
の
人
た

ち
、生
活
弱
者
、中
小
零
細

者
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
る

も
の
に
な
る
。市
長
は
こ
の

逆
進
性
の
高
い
消
費
税
の
税

率
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
見
解
を
持
っ
て
お

ら
れ
る
か
。

答
①　

現
在
の
世
代
で
負

担
で
き
る
税
源
と
い
う
の
を

検
討
し
て
い
く
努
力
と
い
う

の
は
、一
定
程
度
必
要
で
あ

ろ
う
と
認
識
し
て
い
る
。そ

の
財
源
と
し
て
、す
べ
て
の

世
代
に
わ
た
っ
て
広
く
薄
く

負
担
を
分
か
ち
合
い
、景
気

の
変
動
の
影
響
も
少
な
い
消

費
税
を
充
て
る
と
い
う
こ
と

は
、一つ
の
考
え
方
で
あ
ろ
う

と
思
っ
て
い
る
。も
ち
ろ
ん

消
費
税
だ
け
に
頼
る
と
い
う

こ
と
が
い
い
の
か
ど
う
か
と
い

う
こ
と
は
疑
問
が
残
る
と
思

う
し
、そ
の
前
に
い
ろ
ん
な

歳
出
の
削
減
の
見
直
し
を
や

る
、あ
る
い
は
現
在
の
デ
フ

レ
、円
高
と
い
う
状
況
の
中

で
導
入
の
時
期
と
い
う
も
の

も
十
分
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

問
②　

非
核
平
和
都
市
宣
言

に
関
連
し
て
伺
い
た
い
。燕
市

に
は
原
水
爆
禁
止
協
議
会
が

あ
っ
て
、
今

年
燕
庁
舎
か

ら
分
水
庁
舎

ま
で
核
兵
器

廃
絶
を
ア
ピ

ー
ル
し
て
歩

い
て
行
進
を

行
な
っ
て
い

る
が
、行
進

の
出
発
点
で
あ
る
燕
庁
舎
わ

き
の
公
園
に
あ
る
非
核
平
和

都
市
宣
言
の
看
板
の
字
が
非

常
に
薄
く
な
っ
て
い
る
。看
板

の
字
が
は
っ
き
り
見
え
る
よ

う
直
ち
に
手
を
加
え
る
こ
と

を
要
望
す
る
。

答
②　

燕
庁
舎
の
駐
車
場
を

含
め
た
跡
地
利
用
道
路
の
拡

幅
整
備
の
必
要
性
を
今
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、こ
れ

ら
を
見
き
わ
め
て
看
板
を
ど

う
す
る
か
と
い
う
検
討
に
な

る
。

消
費
税
増
税
は
、

多
く
の
国
民
の
生
活
に
打
撃
を
与
え
る

問
①　

デ
マ
ン
ド（
需
要
）

に
応
じ
る
画
期
的
な
シ
ス
テ
ム

と
し
て
、「
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス

テ
ム
」導
入
を
考
え
て
い
る
か
。

答
①　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
近

年
地
方
の
生
活
交
通
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
。市
と
し

て
現
在
、高
齢
者
福
祉
の
あ

り
方
研
究
会
で
調
査
研
究
を

進
め
て
い
る
。新
庁
舎
完
成

の
25
年
春
に
は
、見
直
し
を

し
た
新
し
い
公
共
交
通
シ
ス

テ
ム
を
ス
タ
ー
ト
し
た
い
。

問
②　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
の
方
向
性
と
し
て
、吉

田
と
分
水
の
セ
ン
タ
ー
を
統

合
し
、施
設
稼
動
時
は
市
の

直
営
と
あ
る
が
、そ
の
後
は

民
間
委
託
を
検
討
す
る
と
示

さ
れ
て
い
る
。民
間
委
託
の

業
者
選
択
基
準
は
。直
営
は

い
つ
ま
で
の
こ
と
か
。統
合

に
よ
る
配
送
距
離
や
時
間
、

災
害
時
等
の
危
機
管
理
の
対

応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
②　

統
合
給
食
セ
ン
タ
ー

は
25
年
度
に
着
手
し
、稼
働

は
26
年
９
月
の
予
定
。年
度

途
中
で
あ
り
当
初
は
公
設
公

営
と
し
、早
い
時
期
に
民
間

に
移
行
。委
託
業
者
の
選
定

は
選
定
委
員
会
を
設
置
し
、

選
定
基
準
も
審
議
す
る
。配

送
距
離
や
時
間
は
、建
設
予

定
の
粟
生
津
か
ら
遠
い
と
こ

ろ
で
20
分
程
度
。調
理
終
了

か
ら
食
事
開
始
ま
で
２
時
間

の
範
囲
内
。配
送
計
画
は
建

設
基
本
計
画
の
中
で
十
分
検

討
す
る
。危
機
管
理
の
上
か

ら
災
害
時
等
を
配
慮
し
、２

つ
の
施
設
を
建
設
。各
種
対

策
を
検
討
し
た
い
。

問
③　

吉
田
庁
舎
、吉
田
旭

保
育
園
な
ど
の
跡
地
利
活
用

に
つ
い
て
の
具
体
的
な
検
討

は
。旧
吉
田
南
小
学
校
跡
地

の
住
宅
造
成
用
地
は
、地
域

の
方
の
理
解
を
得
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
思
う
が
。

答
③　

吉
田
庁
舎
は
、現
庁

舎
利
活
用
推
進
本
部
を
設
置

し
、交
流
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の

検
討
を
し
て
い
る
。吉
田
旭

保
育
園
な
ど
の
利
活
用
は
、

福
祉
施
設
や
子
育
て
支
援
施

設
を
念
頭
に
調
査
研
究
を
進

め
て
い
る
。住
宅
造
成
用
地

は
十
分
な
理
解
を
得
て
実
施

す
る
こ
と
が
大
切
で
、民
間

業
者
手
法
の
是
非
を
含
め
今

年
度
末
ま
で
に
ま
と
め
た
い
。

デ
マ
ン
ド
交
通
導
入
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
建
設
、
跡
地
利
活
用
に
つ
い
て

問
①　

新
市
誕
生
後
６
年
目

を
迎
え
た
が
、公
共
施
設
の

統
廃
合
問
題
に
は
手
を
触
れ

ず
じ
ま
い
で
あ
っ
た
。

　

合
併
後
10
年
の
経
過
後
、

段
階
的
に
交
付
税
の
一
本
算

定
を
進
め
、平
成
32
年
に
な

る
と
交
付
税
は
現
在
レ
ベ
ル

か
ら
10
億
円
削
減
さ
れ
る
こ

と
は
既
定
の
事
実
で
あ
る
。

　

慢
性
化
す
る
景
気
の
低

迷
、加
速
度
的
に
進
む
少
子

高
齢
化
社
会
、大
規
模
災
害

へ
の
備
え
な
ど
、燕
市
が
取

り
組
む
べ
き
課
題
は
山
積
し

て
い
る
。公
共
施
設
の
統
廃

合
を
果
断
に
遂
行
す
る
こ
と

に
よ
り
財
政
の
効
率
化
を
図

り
、財
源
を
確
保
し
て
こ
れ

ら
の
諸
課
題
に
対
応
す
べ
き

と
考
え
る
が
、当
局
の
考
え

を
聞
き
た
い
。

答
①　

交
付
税
一
本
算
定
に

向
け
て
、自
主
財
源
の
確
保
、

歳
出
削
減
に
よ
る
一
般
財
源

の
確
保
は
急
務
で
あ
る
。公

共
施
設
、特
に
保
育
園
の
適

正
配
置
や
民
営
化
は
、人
件

費
、運
営
経
費
の
大
幅
削
減

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

財
政
効
果
の
検
証
や
施
設
建

設
の
特
例
債
の
活
用
な
ど
方

策
を
検
討
し
て
き
た
。

問
②　

産
業
問
題
に
つ
い
て
、

ギ
リ
シ
ャ
の
財
政
危
機
が
叫

ば
れ
、ユ
ー
ロ
の
通
貨
不
安
、

米
国
経
済
の
低
迷
か
ら
円
高

が
進
み
、世
界
通
貨
の
中
で

円
ば
か
り
が
買
い
進
ま
れ
て

お
り
、円
高
の
長
期
化
は
避

け
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
電

力
不
足
問
題
と
と
も
に
、大

企
業
や
関
連
企
業
の
海
外
進

出
が
進
み
、燕
市
産
業
界
の

将
来
に
暗
い
影
を
落
と
し
て

い
る
。当
局
の
認
識
を
聞
き

た
い
。

答
②　

歴
史
的
円
高
の
中
、

米
国
債
の
格
下
げ
や
世
界
経

済
の
減
速
懸
念
な
ど
、地
域

経
済
に
と
っ
て
不
透
明
感
の

強
い
不
安
定
な
状
況
が
続
い

て
お
り
、大
企
業
、中
堅
企

業
の
海
外
移
転
に
よ
る
産
業

の
空
洞
化
が
進
む
懸
念
が
あ

る
。

問
①　

大
河
津
分
水
新
可
動

堰
の
工
事
で
、土
砂
の
仮
置

き
場
と
し
て
借
地
契
約
し
た

新
堀
向
野
地
区
の
エ
リ
ア
に

は
広
い
市
有
地
も
あ
る
。地

権
者
は
市
に
よ
る
有
効
利
用

を
望
ん
で
い
る
が
、太
陽
光

発
電
の
一
大
基
地
と
し
て
開

発
し
た
ら
ど
う
か
。河
川
改

修
で
は
工
事
後
の
環
境
部
分

に
地
元
の
考
え
な
ど
を
国
県

に
要
望
し
て
い
る
か
。大
河

津
分
水
改
修
で
は
、地
元
の

意
見
聴
取
で
地
す
べ
り
対
策

を
含
め
た
抜
本
的
改
修
、右

岸
堤
防
の
高
規
格
化
の
２
点

に
つ
い
て
も
計
画
の
反
映
を

お
願
い
し
て
い
る
が
、計
画

の
進
捗
状
況
や
市
の
意
見
を

ど
う
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
か
。

信
濃
川
本
川
の
築
堤
の
早
期

完
成
へ
の
要
望
は
行
っ
て
い
る

か
。新
潟
・
福
島
豪
雨
で
は

井
土
巻
地
内
で
長
時
間
冠
水

し
た
が
、ど
う
検
証
し
て
い

る
か
。有
効
な
対
策
は
あ
る

の
か
。

答
①　

広
大
な
土
地
は
個
人

の
所
有
地
で
あ
り
、民
間
事

業
者
の
開
発
は
支
援
し
た
い

が
、購
入
し
て
ま
で
は
難
し

い
。

　

信
濃
川
水
系
の
河
川
整
備

計
画
は
、近
年
の
豪
雨
を
受

け
て
、現
在
内
容
を
再
検
討

し
て
い
る
。20
年
10
月
に
信

濃
川
下
流
沿
線
自
治
体
懇
談

会
な
ど
が
開
催
さ
れ
、右
岸

堤
防
の
高
規
格
化
な
ど
を
盛

り
込
ん
で
ほ
し
い
と
意
見
を

述
べ
た
。７
月
末
の
豪
雨
で
大

河
津
分
水
の
存
在
が
見
直
さ

れ
、各
種
デ
ー
タ
が
検
証
さ
れ

て
い
く
よ
う
今
後
も
働
き
か

け
た
い
。築
堤
は
今
年
度
末

ま
で
熊
森
と
、笈
ケ
島
工
区

で
完
了
す
る
。右
岸
側
も
用

地
測
量
な
ど
を
行
い
、24
年

度
着
手
と
聞
い
て
い
る
。須
頃

郷
の
排
水
対
策
は
検
証
会
の

答
申
を
精
査
し
て
行
い
た
い
。

問
②　

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の

佐
々
木
監
督
の
本
に
上
に
立

つ
者
の
目
線
が
書
か
れ
て
い

た
が
、市
長
も
目
線
に
つ
い
て

ど
う
考
え
る
か
。

答
②　

組
織
運
営
に
は
、横

か
ら
目
線
を
大
切
に
す
る
と

と
も
に
、一
つ
は
現
場
目
線

で
確
認
す
る
姿
勢
も
大
切
に

し
て
い
き
た
い
。

公
共
施
設
統
廃
合
を
加
速
す
べ
し

樋
浦
　
恵
美
　
議
員
　
公
明
党
議
員
団

県央イオン付近の冠水状況 (7/30)

本
多
　
了
一
　
議
員
　
日
本
共
産
党
議
員
団

塙
　
　
　
豊
　
議
員
　
旭
日
会

新
可
動
堰
工
事
で
の
、
土
砂
仮
置
き

場
の
有
効
利
用
に
つ
い
て

統合予定の吉田学校給食センター

齋
藤
　
信
行
　
議
員
　
大
河
の
会

燕庁舎わきの看板

６７
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問
①　

須
頃
郷
排
水
対
策
は

19
年
度
か
ら
22
年
度
に
か
け

て
事
業
を
実
施
し
た
事
業
効

果
と
し
て
、中
ノ
口
川
へ
の

排
水
が
ス
ト
ッ
プ
し
な
け
れ

ば
イ
オ
ン
近
辺
の
道
路
冠
水

は
防
げ
た
か
。

答
①　

三
条
と
共
に
３
カ
年

年
で
排
水
機
場
の
改
修
、堤

防
横
断
放
水
路
の
改
修
、排

水
ポ
ン
プ
更
新
な
ど
を
行

い
、２
～
３
倍
の
能
力
を
備

え
、ポ
ン
プ
機
能
も
１・
５

倍
に
な
っ
た
。イ
オ
ン
周
辺

は
こ
の
地
区
で
も
特
に
低
地

で
、基
幹
排
水
路
の
合
流

点
で
も
あ
り
最
初
に
冠
水
す

る
。ポ
ン
プ
排
水
し
て
も
対

応
し
き
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

問
②　

７
月
末
の
集
中
豪
雨

に
よ
る
河
川
敷
耕
地
の
被
害

は
ど
う
か
。

答
②　

長
時
間
の
冠
水
や
土

砂
流
入
で
水
稲
、大
豆
な
ど

１
０
４・
２
㌶
の
被
害
が
あ

り
、被
害
家
屋
は
１
０
１
戸

で
被
害
額
は
約
８
０
０
０
万

円
。

問
③　

障
が
い
者
福
祉
施
設

は
、老
朽
化
し
た
施
設
か
ら

徐
々
に
集
約
し
、生
活
環
境

を
整
え
る
こ
と
も
必
要
で
は

な
い
か
。心
身
の
発
達
に
つ

ま
ず
き
の
あ
る
乳
幼
児
等
を

対
象
に
し
た
療
育
訓
練
施
設

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
③　

老
朽
化
に
よ
る
集
約

と
い
う
が
、市
内
の
施
設
は

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
よ
っ
て
立
ち

上
が
り
認
知
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
社
会
福
祉
法
人
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
管
理
し
て
お

り
、行
政
で
の
集
約
化
は
難

し
い
。障
が
い
者
に
優
し
い

環
境
づ
く
り
は
大
切
で
、市

で
は
施
設
整
備
改
修
の
た
め

に
、国
の
補
助
金
で
賄
え
な

い
も
の
な
ど
に
補
助
金
を
交

付
す
る
制
度
を
新
設
し
た
。

問
④　

県
内
の
不
燃
物
処
理

場
跡
地
は
ど
う
利
活
用
さ
れ

て
い
る
か
。

答
④　

最
終
処
分
場
は
土
を

掘
削
し
た
後
、防
水
シ
ー
ト

を
敷
い
て
埋
め
終
え
る
と
50

㎝
の
土
を
か
け
る
。中
が
防

水
シ
ー
ト
な
の
で
施
設
と
し

て
の
利
活
用
に
は
無
理
が
あ

る
。新
潟
市
や
長
岡
市
で
公

園
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
の
利
用

が
あ
る
が
、ほ
と
ん
ど
は
埋

め
立
て
の
ま
ま
保
存
し
て
い

る
。

問
①　

水
道
町
４
丁
目
、白

山
町
３
丁
目
の
宅
地
造
成
分

譲
に
つ
い
て
、工
事
の
収
支

報
告
と
白
山
町
の
売
り
出
し

が
遅
れ
て
い
る
理
由
は
。

答
①　

水
道
町
は
工
事
費

２
０
４
７
万
円
で
完
売
す
る

と
８
区
画
合
計
６
０
８
７
万

円
。
白
山
町
は
工
事
費

１
９
６
２
万
円
で
６
区
画
、

現
在
、第
５
期
介
護
保
険
事

業
計
画
の
環
境
整
備
の
候
補

地
と
し
て
留
保
中
。

問
②　

２
０
０
０
万
円
も
か

け
て
道
路
や
ガ
ス
水
道
、公

共
下
水
を
付
け
て
留
保
中
と

は
問
題
で
は
な
い
の
か
。

答
②　

想
定
し
た
価
格
で
売

れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
観
点

か
ら
検
討
し
て
介
護
計
画
の

中
で一
時
留
保
し
て
い
る
。

問
③　

宅
地
造
成
に
お
け
る

隅
切
り
の
緩
和
を
。

答
③　

交
差
点
の
隅
切
り
を

現
行
の
５
㍍
か
ら
３
㍍
に
、

燕
市
宅
地
開
発
規
則
の
一
部

改
正
を
９
月
１
日
付
で
施
行

し
た
。

問
④　

南
地
区
の
こ
ど
も
園

に
つ
い
て
、最
初
の
統
廃
合

と
い
う
こ
と
で
、市
民
に
納

得
の
い
く
も
の
と
し
て
も
ら

い
た
い
が
そ
の
決
意
は
。

答
④　
こ
ど
も
園
第
１
号
に

ふ
さ
わ
し
い
保
育
環
境
と
し

て
、増
改
築
も
含
め
駐
車
場

の
確
保
な
ど
、現
在
鋭
意
検

討
中
で
あ
る
。

問
⑤　

健
康
診
査
で
、受
診

場
所
や
回
数
が
減
っ
て
い
る
。

お
年
寄
り
が
歩
い
て
行
け
る

よ
う
受
診
場
所
を
増
や
す
べ

き
と
考
え
る
が
。

答
⑤　

燕
東
小
学
校
で
の
健

診
は
駐
車
場
の
確
保
の
観
点

か
ら
実
施
は
難
し
い
。燕
南

小
学
校
に
関
し
て
は
25
年
４

月
か
ら
の
再
開
を
検
討
し
て

い
る
。ま
た
、新
庁
舎
建
設

後
の
燕
庁
舎
も
健
診
セ
ン
タ

ー
的
に
活
用
す
る
こ
と
も
考

え
て
い
る
。

問
⑥　

企
業
団
地
の
側
溝
清

掃
に
つ
い
て
の
周
知
を
。

答
⑥　

袋
の
配
布
、汚
泥
回

収
に
つ
い
て
は
市
の
負
担
で
行

っ
て
い
る
。側
溝
清
掃
の
日

時
を
で
き
る
だ
け
統
一し
て
も

ら
い
、組
合
代
表
、商
工
会

議
所
を
通
じ
て
周
知
し
て
い

き
た
い
。

須
頃
郷
の
排
水
対
策

乳
幼
児
の
療
育
訓
練
施
設

問
①　

現
在
の
待
機
者
は

５
９
２
名
で
あ
り
ま
す
。そ

の
中
で
要
介
護
が
４
、ま
た

は
５
に
該
当
す
る
在
宅
の
待

機
者
と
、他
の
施
設
も
含
め

て
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

　

ま
さ
に
保
険
あ
っ
て
介
護

な
し
、今
年
度
末
ま
で
第
５

期
計
画
を
策
定
す
る
中
で
、

特
養
の
増
設
が
強
く
求
め
ら

れ
る
と
思
う
が
、そ
の
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。

答
①　

特
養
待
機
者
の
解
消

に
向
け
た
特
養
の
施
設
整
備

や
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
こ
と
。こ
れ
は

非
常
に
重
要
な
課
題
で
あ
る

と
い
う
ふ
う
に
認
識
し
て
お

り
、現
在
、策
定
準
備
を
進

め
て
い
る
第
５
期
介
護
保
険

事
業
計
画
の
中
で
、指
摘
の
あ

っ
た
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
特
養

に
転
換
し
て
い
く
こ
と
な
ど

含
め
て
、高
齢
者
が
地
域
で

自
立
し
た
生
活
が
営
め
る
よ

う
、特
養
の
ベ
ッ
ド
数
の
増

設
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

次
に
、要
介
護
４
、５
に

該
当
す
る
在
宅
者
数
は
、要

介
護
４
の
方
が
45
名
、要
介

護
５
の
方
が
41
名
で
合
計
86

名
。ま
た
、調
査
時
に
病
院

で
入
院
中
の
方
は
、要
介
護

４
の
方
が
14
名
、要
介
護
５

の
方
が
21
名
の
合
計
35
名
と

な
っ
て
お
り
、在
宅
と
入
院

を
合
わ
せ
る
と
１
２
１
名
と

な
っ
て
い
る
。

問
②　
ベ
ッ
ド
数
29
床
以
下

の
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

国
県
補
助
金
額
は
ど
の
よ
う

に
算
定
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

答
②　
ベ
ッ
ド
数
29
名
以
下

の
施
設
に
つ
い
て
は
、平
成

23
年
度
補
助
金
は
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
で
は
１
ベ
ッ

ド
当
た
り
４
０
０
万
円
で
算

定
さ
れ
、29
人
定
員
の
場

合
１
億
１
６
０
０
万
円
と
な

る
。

　

ま
た
、
認
知
症
、
高
齢

者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事

業
所
で
は
、１
施
設
当
た
り

３
０
０
０
万
円
の
補
助
と
な

っ
て
い
る
。

問
①　

地
域
活
動
の
核
と
な

る
、自
治
会
役
員
や
民
生
委

員
な
ど
へ
の
情
報
提
供
の
重

要
性
と
、今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答
①　

災
害
時
に
お
い
て
は
、

行
政
と
し
て
必
要
な
情
報
収

集
と
伝
達
に
全
力
を
挙
げ
て

取
り
組
む
の
は
も
ち
ろ
ん
、

災
害
現
場
で
の
情
報
共
有
や

被
害
縮
小
の
た
め
に
は
、自

治
会
役
員
や
民
生
委
員
に

そ
の
中
心
的
役
割
を
お
願
い

し
、自
主
防
災
組
織
の
活
動

に
繋
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
る
。避
難
対
象
と
な
っ

て
い
る
地
域
以
外
の
方
に
も

情
報
を
伝
達
す
べ
き
と
思
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、情
報
共
有
の
仕
方

に
つ
い
て
は
、防
災
計
画
見

直
し
の
中
で
、専
門
家
の
意

見
も
聞
き
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

問
②　

屋
外
運
動
場
の
安
全

管
理
、伸
び
伸
び
と
運
動
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

の
考
え
を
聞
き
た
い
。

答
②　

市
で
は
毎
月
、各
学

校
で
施
設
の
点
検
調
査
を
行

っ
て
い
る
。ま
た
、関
係
者

や
付
近
住
民
か
ら
の
要
望
の

中
で
、危
険
個
所
の
把
握
と

安
全
対
策
を
講
じ
て
き
た
。

燕
市
体
育
協
会
で
は
、運

動
中
の
事
故
に
対
応
す
る
た

め
、救
命
救
急
講
習
を
定
期

的
に
実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、伸
び
伸
び
と
運

動
で
き
る
よ
う
に
、安
全
安

心
な
環
境
づ
く
り
に
努
め
た

い
。

問
③　

職
員
の
接
遇
能
力
向

上
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
の

か
。

答
③　

民
間
サ
ー
ビ
ス
業
に

お
け
る
接
客
ス
キ
ル
を
実
践

を
通
じ
て
体
験
し
て
も
ら
い
、

接
遇
マ
ナ
ー
な
ど
の
習
得
と

幅
広
い
見
識
を
養
う
た
め
、

民
間
企
業
派
遣
研
修
を
実
施

す
る
。「
燕
市
の
職
員
の
対

応
は
非
常
に
良
い
な
」と
言

わ
れ
る
行
政
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。

特
養
ホ
ー
ム
の
増
設
で
、

　
待
機
者
解
消
に
向
け
た
努
力
を

特別養護老人ホーム「太陽の園」

燕三条地場産付近の冠水状況 (7/30)

災
害
時
の
情
報
共
有
、
屋
外
運
動
場
の

安
全
管
理
、
職
員
の
接
遇
に
つ
い
て

土
田
　
　
昇
　
議
員
　
日
本
共
産
党
議
員
団

宅
地
造
成
と
市
民
サ
ー
ビ
ス

白山町３丁目の宅地造成地

中
島
　
義
和
　
議
員
　
大
河
の
会

中
山
　
眞
二
　
議
員
　
旭
日
会

小
林
　
由
明
　
議
員
　
旭
日
会

燕西小学校プールに設
置された、折りたたまれ
た防球ネット。隣接した
グラウンドから飛んでく
る球を防ぐ。
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問
①　

国
保
に
お
け
る
調
剤

費
の
削
減
を
重
点
課
題
と
し

て
取
り
組
む
こ
と
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。ま
ず
は
来
年
度

の
国
保
税
引
き
上
げ
を
考
え

て
い
る
の
か
。「
い
ま
で
も
高

い
国
保
税
は
絶
対
上
げ
な
い

で
く
れ
」と
い
う
声
は
多
い
。

昨
年
８
月
に
届
け
ら
れ
た
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ

ー
ド
に
よ
り
２
４
０
０
万
円

の
調
剤
費
が
減
額
見
込
み
と

な
っ
た
が
、市
は
こ
の
事
実

を
も
っ
と
大
き
く
評
価
し
、

被
保
険
者
に
無
理
な
く
取
り

組
ん
で
も
ら
え
る
調
剤
費
の

削
減
を
重
点
課
題
と
し
て
欲

し
い
。

答
①　

保
険
税
の
引
き
上
げ

は
被
保
険
者
の
直
接
負
担
増

加
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、

で
き
る
だ
け
避
け
た
い
と
考

え
て
い
る
。カ
ー
ド
の
配
布

に
よ
る
調
剤
費
２
４
０
０
万

円
の
減
額
は
大
き
な
効
果
だ

っ
た
。６
月
議
会
で
保
険
証

と
カ
ー
ド
を
つ
な
げ
て
作
成

で
き
な
い
か
と
提
案
が
あ
っ

た
が
、保
険
証
カ
バ
ー
に
直

接
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
希
望
カ
ー
ド

を
印
刷
す
る
燕
市
独
自
の
も

の
を
作
成
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問
②　

原
発
問
題
と
市
民
・

子
ど
も
た
ち
の
健
康
に
つ
い

て
、ま
ず
は
東
京
電
力
と「

安
全
協
定
」を
結
ぶ
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
。燕
市
も

柏
崎
刈
羽
原
発
か
ら
30
㎞
圏

内
で
、放
射
能
発
生
の
異
常

事
態
時
に
対
応
す
る
た
め
に

も
必
要
と
考
え
る
。ま
た
、

子
ど
も
た
ち
の
健
康
に
責
任

を
持
ち
幼
稚
園
・
保
育
園
・

学
校
な
ど
で
の
放
射
線
量
の

定
期
的
測
定
と
公
表
を
し
て

ほ
し
い
。

答
②　
「
安
全
協
定
」を
結

ぶ
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。

た
だ
、市
単
独
で
は
な
く
、

同
じ
よ
う
な
距
離
的
条
件
の

市
町
村
と
連
携
し
な
が
ら
結

ん
で
い
き
た
い
。ど
う
い
っ
た

形
の
協
定
が
望
ま
し
い
の
か

議
論
し
、最
終
的
に
は
し
っ

か
り
と
結
び
た
い
。ま
た
、

独
自
の
測
定
器
を
購
入
し
、

測
定
体
制
の
充
実
を
図
り
な

が
ら
そ
の
結
果
を
公
表
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

問
①　

市
が
保
有
す
る
財
産

は
、市
民
の
貴
重
な
財
産
で
、

常
に
良
好
状
態
で
管
理
し
、そ

の
所
有
目
的
に
応
じ
て
最
も

効
率
的
に
運
用
す
べ
き
。市
の

土
地
保
有
面
積
と
遊
休
未
利

用
用
地
の
売
却
可
能
資
産
面

積
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

答
①　

土
地
保
有
面
積
は

１
９
１
万
７
７
５
９
㎡
。売

却
可
能
面
積
は
39
件
で
、約

６
万
６
０
０
０
㎡
で
あ
る
。

問
②　

売
却
は
極
め
て
難
し

い「
た
の
う
ら
燕
」の
建
物

は
廃
墟
化
し
、い
か
な
る
理

由
が
あ
っ
て
も
国
定
公
園
地

内
で
景
観
が
悪
く
恥
ず
べ
き

こ
と
だ
。不
法
侵
入
が
増
加

傾
向
で
、人
的
・
自
然
災
害

の
危
険
性
を
第
一
義
に
考
え
、

早
急
に
解
体
し
て
更
地
に
す

る
べ
き
。

答
②　

当
面
は
現
況
の
ま
ま

で
売
却
に
努
力
し
た
い
。

問
③　

新
潟
福
島
集
中
豪
雨

で
の
中
ノ
口
川
増
水
。県
よ

り
燕
地
区
排
水
ポ
ン
プ
停
止

要
請
。夢
と
希
望
を
持
ち
住

宅
を
構
え
て
の
須
頃
郷
地
域

住
民
は
、泣
く
に
泣
け
な
い

怒
り
さ
え
覚
え
る
人
も
数
多

い
。速
や
か
に
水
難
解
消
に

向
け
て
取
り
組
む
べ
き
で
あ

る
。中
ノ
口
川
決
壊
、増
水

に
対
し
て
、電
柱
等
に
金
属

板
表
示
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が

必
要
で
な
い
か
。

答
③　

須
頃
郷
地
域
の
冠
水

等
に
対
し
て
、な
く
す
手
立

て
が
今
あ
る
状
況
で
な
く
、

今
後
、周
知
や
表
示
等
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問
④　

県
立
武
道
館
建
設
誘

致
に
向
け
て
は
、旧
燕
工
業

高
校
跡
地
の
建
物
を
解
体
し
、

更
地
と
し
て
の
条
件
な
の
か
。

更
地
と
し
た
場
合
の
解
体
費

用
は
ど
の
く
ら
い
な
の
か
。

答
④　

県
立
武
道
館
の
必
要

性
も
含
め
調
査
に
入
っ
た
ば

か
り
で
、今
の
段
階
で
は
何

と
も
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
。

建
物
解
体
撤
去
費
用
は
約

２
億
５
０
０
０
万
円
で
あ
る
。

問
⑤　

耐
震
補
強
の
必
要
性

が
な
い
第
３・
第
４
棟
を
教

育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
研
修
棟

等
と
し
て
武
道
館
建
設
に
向

け
、県
に
Ｐ
Ｒ
し
訴
え
て
い

く
こ
と
も一つ
の
考
え
だ
が
。

答
⑤　

利
活
用
の
可
能
性
を

県
に
話
を
し
た
い
。

問
①　

今
年
度
、燕
・
吉
田

地
区
に
設
立
し
た
地
域
総
合

型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
必
要

性
が
本
当
に
あ
っ
た
の
か
。

答
①　

直
接
陳
情
は
な
か
っ

た
が
、教
育
委
員
会
で
は
、

地
域
住
民
が
身
近
な
拠
点
施

設
を
中
心
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
み
、交
流
す
る
場
を
設
け

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
設
立
に
至
っ
た
。地
域
住

民
が
出
し
合
う
会
費
、寄
付

に
よ
り
自
主
運
営
す
る
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
目
指
し
て
い

る
。

問
②　

前
期
行
政
改
革
実
施

計
画
で
は
、小
・
中
学
校
の

学
区
を
見
直
し
、適
正
配
置

（
再
編
）の
検
討
を
行
い
、

23
年
度
燕
市
学
校
教
育
基

本
計
画
の
策
定
公
表
と
な
っ

て
い
る
。５
月
に
ま
と
め
た

燕
市
学
校
教
育
基
本
計
画
で

は
ま
っ
た
く
前
進
し
て
い
な
い

が
、審
議
の
内
容
と
適
正
配

置
が
示
さ
れ
な
か
っ
た
理
由

に
つ
い
て
と
合
併
後
の
出
生

数
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き

た
い
。

答
②　

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
検
討

委
員
会
で
20
年
か
ら
21
年
と

２
カ
年
に
わ
た
り
十
数
回
の

会
議
を
開
き
、燕
市
に
お
け

る
学
校
の
適
正
規
模
及
び
適

正
配
置
の
基
本
的
な
考
え
方

と
基
準
に
つ
い
て
22
年
12
月

27
日
に
答
申
を
い
た
だ
い
た
。

通
学
区
域
の
弾
力
化
と
と
も

に
実
情
を
踏
ま
え
も
う
少
し

精
査
・
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

出
生
数
は
、
18
年
度

７
０
４
人
、19
年
度
６
９
９

人
、20
年
度
６
６
８
人
、21

年
度
６
５
９
人
、22
年
度

６
２
４
人
と
な
っ
て
い
る
。

問
③　

想
定
外
の
豪
雨
に
対

応
す
る
大
河
津
分
水
路
の
拡

張
を
最
重
点
要
望
事
項
と
す

る
必
要
性
に
つ
い
て
。

答
③　

大
河
津
分
水
路
は
燕

市
の
み
な
ら
ず
、流
域
市
町

村
を
洪
水
か
ら
守
っ
て
い
る

大
変
重
要
な
施
設
で
す
。従

来
か
ら
３
つ
の
期
成
同
盟
会

を
通
じ
分
水
路
の
拡
幅
と
施

設
の
改
修
に
つ
い
て
国
・
県
へ

要
望
し
て
い
る
。今
後
も
各

期
成
同
盟
会
の
活
動
と
あ
わ

せ
新
潟
県
な
ど
か
ら
も
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
幅
広
い

活
動
へ
拡
大
し
て
い
き
た
い
。

問
①　

観
光
協
会
の
統
合
に

つ
い
て
は
、合
併
か
ら
５
年

半
が
経
過
し
た
が
、観
光
協

会
は
分
水
地
区
と
燕
地
区
で

別
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。三
条

市
で
は
７
月
に
２
つ
あ
っ
た

観
光
協
会
が
統
合
さ
れ
た
。

燕
市
で
も
統
合
す
る
時
期
に

来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答
①　

新
庁
舎
が
完
成
す
る

平
成
25
年
３
月
を
め
ど
に
両

観
光
協
会
の
統
一
に
向
け
た

方
向
性
を
決
め
た
い
。

問
②　

吉
田
法
花
堂
地
内
で

胎
内
市
の
宗
教
法
人
が
墓
地

建
設
を
計
画
し
、市
に
建
設

許
可
申
請
を
行
っ
て
い
た
件

に
つ
い
て
。市
は
申
請
不
許

可
の
決
定
を
下
し
た
が
、そ

の
理
由
は
。ま
た
、今
後
の

た
め
に
墓
地
、埋
葬
等
に
関

す
る
条
例
を
独
自
に
制
定
す

べ
き
と
思
う
が
。

答
②　

法
律
や
平
成
12
年
当

時
の
厚
生
省
の
墓
地
経
営
、

管
理
の
指
針
に
基
づ
き
、公

平
・
公
正
に
審
査
、①
墓
地

経
営
の
永
続
性
及
び
非
営
利

性
、②
周
辺
の
生
活
環
境
と

の
調
和
、③
墓
地
経
営
者
と

し
て
の
倫
理
性
、④
法
人
の

目
的
と
墓
地
経
営
、以
上
の

４
点
が
認
め
ら
れ
な
い
と
判

断
し
、７
月
20
日
付
で
不
許

可
と
し
た
。条
例
の
制
定
に

つ
い
て
は
、他
市
の
条
例
を

参
考
に
検
討
し
た
い
。

問
③　

在
宅
介
護
手
当
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
、要
支
援

１
か
ら
要
介
護
２
ま
で
の
支

給
を
一
律
に
打
ち
切
る
の
で

は
な
く
、も
っ
と
弱
者
の
側

に
立
ち
、受
給
者
の
実
態
を

調
べ
、声
を
聞
き
、市
民
の

暮
ら
し
に
目
を
向
け
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
③　

経
済
的
な
弱
者
の

方
々
に
対
し
て
ど
う
考
え
て

い
く
か
、こ
れ
は
ひ
と
つ
受

け
止
め
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う

と
思
っ
て
い
る
。低
所
得
者

の
負
担
を
軽
減
す
る
等
々
の

既
存
の
制
度
が
あ
る
の
で
、

そ
こ
で
救
え
る
部
分
は
救
っ

て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

そ
の
制
度
で
、ま
だ
見
直
す

余
地
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

部
分
を
介
護
保
険
の
５
期
計

画
な
り
、高
齢
者
の
あ
り
方

研
究
会
の
中
で
テ
ー
マ
と
し

て
検
討
を
始
め
て
い
る
と
こ

ろ
だ
。

「
あ
れ
も
、こ
れ
も
、か
ら　
あ
れ
か
、こ
れ
か
」

行
政
改
革
は
進
ん
だ
の
か

燕
市
も
東
京
電
力
と
「
安
全
対
策
」
を

結
ぶ
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か

在
宅
介
護
手
当
の
見
直
し
は

経
済
的
な
弱
者
の
側
に
立
っ
て

公
益
上
・
財
産
運
営
上
の
観
点
か
ら

該
当
物
件
処
分
等
の
方
法
を
検
討
す
る
時
期

長
井
　
由
喜
雄
　
議
員
　
日
本
共
産
党
議
員
団

山
﨑
　
雅
男
　
議
員
　
旭
日
会

大
原
　
伊
一
　
議
員
　
旭
日
会

タ
ナ
カ
・
キ
ン
　
議
員
　
無
所
属

2007年の中
越沖地震で変
圧器火災を起
こした柏崎刈
羽原発３号機

売却は極めて難しい「たのうら燕」

流域市町村を守る大河津分水新可動堰

■ 平成 24 年度からの在宅介護手当
区分 平成24年3月分まで平成24年4月分から

支
給
月
額

要支援 1 1,500 円

支給されません要支援 2 3,100 円
要介護 1 5,000 円
要介護 2 5,800 円
要介護 3 8,000 円 8,000 円
要介護 4 9,200 円 9,200 円
要介護 5 10,700 円 10,700 円
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反賛

問
①　

日
本
文
学
研
究
者

の
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
氏
が

進
駐
軍
の
兵
士
と
し
て
在
日

中
、靴
み
が
き
の
少
年
に
パ

ン
を
あ
げ
た
ら
、ひ
も
じ
い

は
ず
の
少
年
は
、そ
れ
を
口

に
せ
ず「
妹
に
あ
げ
る
ん
だ
」

と
ズ
ッ
ク
の
カ
バ
ン
に
大
事
に

し
ま
い
込
ん
だ
と
い
う
。

　
一
方
、ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
開

放
60
周
年
の
演
説
で
シ
ュ
レ

ー
ダ
ー・
ド
イ
ツ
首
相
は「
ナ

チ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
許
し
た

過
ち
に
は
人
々
の
思
考
の
粗

暴
化
と
道
徳
的
に
自
制
を
失

っ
た
前
提
が
あ
る
」と
述
べ

て
い
る
。

　

キ
ー
ン
氏
を
感
動
さ
せ
た

靴
み
が
き
の
少
年
の
同
胞
が

「
災
害
復
興
の
規
模
、期
間

を
考
え
る
と
国
の
本
格
的
な

復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動

す
る
前
に
実
施
し
た
ほ
う
が

有
利
だ
」と
い
う
と
こ
ろ
に

思
考
の
粗
暴
化
と
道
徳
的
に

自
制
心
を
失
っ
た
姿
が
見
え

て
な
ら
な
い
。国
の
復
興
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
前
に
新
庁

舎
を
建
設
す
る
と
い
う
考
え

は
危
険
な
か
け
に
思
え
る
の

だ
が
。

答
①　
こ
の
た
び
の
大
震
災

の
影
響
で
各
種
事
業
の
縮
小

が
求
め
ら
れ
る
状
況
下
で
本

事
業
を
見
直
す
と
い
う
こ
と

は
市
内
の
建
設
業
な
ど
へ
の

影
響
も
大
き
い
と
考
え
た
も

の
で
あ
り
、今
回
の
災
害
復

興
の
規
模
、期
間
を
考
え
た

と
き
、そ
の
間
事
業
を
延

期
す
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う

か
、防
災
、市
民
サ
ー
ビ
ス
、

地
域
経
済
、そ
し
て
財
源
は
、

そ
れ
ら
を
総
合
的
に
検
討
し

既
定
の
方
針
ど
お
り
に
事
業

を
推
進
す
る
こ
と
が
い
ろ
い

ろ
な
面
で
有
利
で
あ
り
、効

果
が
あ
る
と
判
断
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、道
徳
的
な
見
地
か

ら
の
ご
指
摘
も
あ
る
が
、合

併
特
例
債
に
つ
い
て
は
必
要

不
可
欠
な
事
業
に
制
度
化
さ

れ
た
有
利
な
資
金
、こ
れ
の

活
用
は
市
の
財
政
を
預
か
る

者
と
し
て
当
然
の
こ
と
と
考

え
て
い
る
。災
害
支
援
に
は

何
が
求
め
ら
れ
、何
が
で
き

る
か
を
考
え
、可
能
な
限
り

実
行
し
て
き
た
。今
後
も
心

か
ら
被
災
地
、被
災
者
へ
の

支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問
①　

子
ど
も
夢
基
金
に
つ

い
て
メ
ニュ
ー
の
提
案
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。市
民
の

寄
付
金
だ
け
の
基
金
財
源
で

は
不
安
定
で
あ
り
、継
続
性

に
不
安
も
あ
る
。ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。子
ど
も
の
自

然
体
験
や
３
泊
４
日
以
上
の

宿
泊
体
験
は
、子
ど
も
の
成

長
に
大
き
な
効
果
が
あ
る
と

報
告
さ
れ
て
い
る
。青
年
会

議
所
が
夏
休
み
に
実
施
し
て

い
る
４
泊
５
日
の
徒
歩
の
旅

は
、子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

人
生
の
大
き
な
基
礎
と
な
る

取
り
組
み
と
思
う
。教
育
立

市
宣
言
を
し
て
い
る
市
と
し

て
こ
の
よ
う
な
事
業
に
一
生

懸
命
に
取
組
む
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
ど
う
か
。体
験
活

動
に
参
加
し
や
す
く
す
る
た

め
に
体
験
活
動
メ
ニュ
ー
の
リ

ス
ト
を
作
成
し
て
は
ど
う
か
。

答
①　

小
中
学
生
全
国
ス
ポ

ー
ツ
大
会
出
場
選
手
遠
征
費

補
助
事
業
を
実
施
。子
ど
も

た
ち
に
夢
を
与
え
る
よ
う
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、順

次
事
業
化
を
図
っ
て
い
く
。

基
金
の
安
定
化
に
つ
い
て
も

夢
基
金
へ
の
寄
付
の
呼
び
か

け
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

体
験
活
動
は
、子
ど
も
の

成
長
や
学
習
意
欲
の
向
上
な

ど
に
効
果
が
あ
る
と
報
告
さ

れ
て
い
る
。青
年
会
議
所
の

取
り
組
み
は
人
間
性
豊
か
な

生
き
る
力
を
高
め
る
上
で
大

変
意
義
深
い
取
り
組
み
と
受

け
止
め
て
い
る
。燕
市
で
は

１
泊
２
日
で
実
施
し
て
い
る

が
、今
の
学
校
の
状
態
か
ら

３
泊
４
日
以
上
は
い
ろ
ん
な

問
題
が
出
て
く
る
。他
市
等

の
取
り
組
み
等
を
い
ろ
い
ろ

と
勘
案
し
た
上
で
考
え
て
い

き
た
い
。

問
②　

在
宅
介
護
手
当
は
、

経
済
面
や
精
神
面
で
大
き
な

支
え
に
な
っ
て
い
る
。そ
の

認
識
は
あ
る
の
か
。一
律
に

要
支
援
１
か
ら
介
護
度
２
ま

で
を
カ
ッ
ト
す
る
の
で
は
な

く
、補
助
率
を
下
げ
る
よ
う

な
方
法
に
で
き
な
い
の
か
。

答
②　

経
済
面
や
精
神
面
で

大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い
る

認
識
は
あ
る
。低
所
得
者
に

つ
い
て
は
、介
護
保
険
低
所

得
利
用
者
対
策
扶
助
事
業
の

制
度
の
周
知
や
、第
５
期
介

護
保
険
事
業
計
画
等
で
検
討

し
て
い
き
た
い
。

泥んこ遊びは楽しいね

体
験
活
動
は
子
ど
も
を
育
て
る

一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
ほ
し
い

東
日
本
大
震
災
の
復
興
よ
り

燕
市
の
新
庁
舎
建
設
が
優
先
か

齋
藤
　
紀
美
江
　
議
員
　
旭
日
会

東日本大震災の被災地

阿
部
　
健
二
　
議
員
　
無
所
属

　９月定例会に提出された請願第４号
「市議会議場に国旗・市旗の掲揚を
求める請願」は、議会運営委員会に
付託、審議され、委員会では賛成多
数（賛成４人、反対３人）で採択され
ました。
　定例会最終日、議会運営委員長報
告に対して議員から質疑があり、議長
の公平・公正な発言、を求めることを
理由に、３名の議員から「議長不信
任決議案」が提出されました。無記
名投票で行われた表決は、反対多数
（反対 13票、賛成 7票、白票 1票）で、
議長不信任決議案は否決されました。
　その後、採決にかけられた請願第
４号は、委員長報告に賛成が 12、反
対が 10となり、議会として採択するこ
とが決まりました。請願第４号と、そ
れに対して行われた討論は次のとおり
です。

「市議会議場に国旗・市旗の掲揚を求める請願」
賛成12　反対10で採択

１．請願理由
　平成 11 年８月 13 日に施行された「国旗及び国歌に関す
る法律」により、それまで慣習法として定着してきた「日の丸」
も改めて国旗であると法律として定められました。自国の国旗
に敬意と誇りを持つことは既に世界の常識でもあります。
　国旗は、自国の象徴であり、我が国でも文化的行事や式典
の際には国旗が掲揚されます。また国際的なスポーツ大会の
場では「日の丸」の旗を振って応援しております。このように
国旗「日の丸」は日本人にとって自然かつ身近なものとして既
に定着しております。
　また、他国の国旗・国歌に敬意を払うことは、相手の国の
人々に敬意をあらわすことでもあります。国旗・国歌を大切に
することは、国際儀礼であり、国際社会に生きる基本的なマナ
ーであります。
　将来の担い手である青少年や燕市の企業や市民が、今後
ますます国際化する世界で我が国に誇りを持ち、他国の国旗
を尊重する国際感覚を養うことは極めて大切な課題であると言
えます。次代を担う青少年の育成のため、ひいては本市のさら
なる発展のため、市政執行部と住民の代表である市議会議員
が一堂に会する議場に早急に国旗を掲揚されるよう求めます。
　同時に、より多くの燕市民に郷土燕に誇りを持ってもらうた
めにも、旧燕・分水・吉田が合併し、新燕市として市民が心を
ひとつに更に発展して行くためにも、市旗を市民の代表で構成
される市議会の議場に掲揚することが重要と考えます。
　以上の趣旨により、次の事項について早急に実施されるよう
請願いたします。
２．請願事項
　燕市議会の議場に国旗・市旗を掲揚すること。
請願者　日本会議燕・西蒲会長　柴山義榮
　　　　　　　　同　　副会長　山縣恒介　　（全文掲載）

反対者の討論賛成者の討論

●国旗が議場に掲揚されたら、精神的に圧迫されるの
ではと危惧する声もあるが、法律で定めている国旗
に対し、個人的な偏見は慎むべきであり、日の丸の
前で圧迫を感じない健全な日本国民、燕市民として
の精神を養うのが肝要である。加えて法に基づく
民主国家の自由闊達な議論の場である議場におい
て、日本国旗の掲揚を拒む理由はどこにあるのか。

（山﨑雅男議員）
●国民が国旗、国歌を敬愛し、国旗を掲揚することは当

然のことだ。国旗、国歌は合憲との最高裁の判例もあ
り、請願の内容より提出者を問題視しているとしか考
えられない。これは大変問題で、提出者の思想、信条
を問題視することは、人権、個人情報に触れる恐れが
ある。（齋藤信行議員）

●国及び市民に見立てられた国旗と市旗の面前にお
いて行う議会運営は、常に市民の存在を意識させ、
市民の利益を最大限に考慮し、公明正大なもので
なければならないという責務をより強く認識させ
ることになるのではないのか。（小林由明議員）

●国旗、市旗の掲揚は、この議場では考えていない。
新庁舎が完成するまでに全議員で議論し、新しい庁
舎の議場に掲揚すべきである。（中條征男議員）

●あまりにも拙速にこの問題に対処、対応するべ
きでない。これだけ今多くの問題を抱えている中
で、私たち議員がもっと勉強する時間が必要だ。
（土田　昇議員）

●私個人としては国旗を尊重し、敬うべきものと考え
る。本請願内容は議会、議場内のことでもあり、この
件は議員提案、議員発議として議員全員が各自の考
えを論じる中で結論を見出すべきだ。議会改革の一
つとして、議員、議会みずからが論議を重ねていくこ
とが大事ではないのか。（渡邉雄三議員）

●提出者の「日本会議」は、有事法制の整備を初め
人権擁護法案への反対、男女共同参画基本法の改
正、自治基本条例に反対などの活動を展開し、そ
の他一番大きいのが憲法改正運動だ。議会運営委
員会でたった 45 分の審議で採択されたが、これ
で果たしていいのか。（タナカ・キン議員）

●議会や市民の間で提出団体の活動の意義につい
て議論がかわされている。このような状況では国
旗掲揚の本当の議論ができていない。議場におい
て国旗、市旗を掲揚するのは他からの提言でなさ
れるべきものでなく、議会の自立性と自主性のも
と全議員参加で議論されていくべきものではない
か。（齋藤紀美江議員）
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■９月定例会での
　議決結果をお知らせします７月に発生した「新潟・福島　豪雨」に対して

災害復旧関連の 経費を補正
平成23年度

燕市一般会計補正予算(第５号・第６号)９月定例会 可 決

■市長提出議案（23 件）

件　　　　名 審議結果 採決状況
平成22年度歳入歳出決算の認定（11 件）

一般会計 認　定 賛成多数

国民健康保険特別会計 認　定 賛成多数

老人保険特別会計 認　定 全会一致

後期高齢者医療特別会計 認　定 賛成多数

介護保険事業特別会計 認　定 賛成多数

公共下水道事業特別会計 認　定 賛成多数

土地取得特別会計 認　定 全会一致

住宅団地造成事業特別会計 認　定 全会一致

企業団地造成事業特別会計 認　定 全会一致

温泉保養センター特別会計 認　定 全会一致

水道事業会計 認　定 賛成多数

人権擁護委員候補者の推薦 可　決 全会一致

新潟市と燕市の境界変更の申請 可　決 全会一致

字の変更 可　決 全会一致

税条例の一部改正 可　決 賛成多数

都市公園条例の一部改正 可　決 全会一致

市道路線の認定 可　決 全会一致

平成23年度 補正予算（4 件）

一般会計 第 5 号 可　決 全会一致

一般会計 第 6 号 可　決 全会一致

国民健康保険特別会計 第１号 可　決 全会一致

介護保険事業特別会計 第１号 可　決 全会一致

契約の締結（新庁舎電気設備工事） 可　決 賛成多数
契約の締結（吉田中学校校舎・屋内運動場
大規模改造工事 ( 建築 ) Ⅰ期工事） 可　決 全会一致

■議員提出議案（３件）

件　　　　名 審議結果 採決状況
私立高校生が学費を心配せず安心して学べる
ようにするために、学費軽減制度の拡充など
私学助成の増額・拡充を求める意見書

可　決 賛成多数

燕市議会議長の不信任決議案 否　決 投票賛成少数

　平成23年第３回燕市議会定例会では、平成 22 年度燕市一般会
計、特別会計、水道事業会計決算の認定や、平成 23 年度の燕市
一般会計、特別会計の補正予算などの議案について審議を行い、
本会議で議決しました。各議案の審議結果と採決の状況は下表のと
おりです。

補正の主な内容を紹介します

■補正予算 第５号　　補正総額は 11億6,276万8千円

一般会計補正予算（第５号）内訳 補正額合計
（①～③）

補正後の予算額
①政策的経費 ②財政調整基金積立金 ③その他経費

2億6,625万9千円 8億2,170万円 7,480万9千円 11億6,276万8千円 369億434万8千円

■ デマンド監視システム導入事業  　34万4千円
　東日本大霞災による原子力発電所の停止等に伴う電
力供給不足が懸念される中
で ､ 節電効果と維持管理費
の ｢見える化｣を図るため ､
燕･吉田･分水各庁舎に試行
的に ｢ デマンド監視システ
ム ｣ を導入します。

■ 小型除雪機購入補助事業　150万円
　冬期間の歩行者の安全な交通確保と、狭
あい道路や自治会館、高齢者宅前の除雪な
ど ､ きめ細かな除雪体制を実現するため、小
型除雪機を購入する自治会に対し ､ 補助金
を交付します。

■補正予算 第６号　　補正総額は 2,396万9千円

一般会計補正予算（第６号）内訳 補正額合計
（① + ②）

補正後の予算額
①災害復旧関連経費 ②災害対策費

2,286万9千円 110万円 2,396万9千円 369億2,831万7千円

①災害復旧関連
■ 農業用施設災害復旧事業　　　2,276万6千円
■ 農林水産業振興資金利子補給事業　　10万3千円

②災害対策費
■ 放射線測定器購入費　　　110万円

■ 新可動堰通水記念イベント事業
　　　　　　　　　　　　42万1千円
　11 月 23 日に挙行される ｢ 大河津分水路

新可動堰通水式典 ｣ の
アトラクションとして ､ 地
元小学生などによる稚
鯉の放流を実施し ､ 河
川愛護や防災意織の高
揚を目指します。

■ 子育て支援携帯サイト ( つばめール ) 配信事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　142万円

　子育て支援サービスの多様化を図るため ､ 子育て支
援情報の携帯サイトを作成
し､｢広報 ･ ＨＰ掲載の子育
て情報 ｣｢ 児童館事業情報｣
｢地域イベント情報｣等､ 子
育て関連情報を県補助金を
活用して定期的に配信しま
す。

①政策的経費
　７月末に発生した ｢ 新潟 ･ 福島豪雨 ｣ の災害関
連の経費を計上。節電対策として「デマンド監視
システム ｣ を導入するほか ､｢ 軽自動車税コンビニ
収納 ｣ や「子育て支援携帯サイト配信」､｢ 小型
除雪機購入補助金 ｣ などの各種政策的事業も国
県補助金等の活用を図りながら実施します。

②財政調整基金積立金
　普通交付税及び繰越金等の確定による本年度
の留保財源 (一般財源) を｢財政調整基金｣に積み
立て ､ 財源を確保し財政基盤の強化を図ります。

③その他経費
　公共施設の維持補修費、過年度分の国県支出
金の精算による返還金などを区分し ､ 必要額を補
正計上しています。

①災害復旧関連経費
　「新潟 ･ 福島豪雨 ｣ により被害を受けた農業用
の施設について ､ 国・県の事業により復旧を行う
とともに、補助採択基準に満たない小規模な災害
についても市独自に支援します ｡また ､ 農作物被
害により農家が金融機関から借り入れる「新潟県
農林水産業振興資金 ｣ の利子補給について ､ 債
務負担行為を設定し被害を受けた農家の資金繰り
を支援します。

②災害対策費
　原発事故発生に伴う市民生活の安全･安心の確
保を図るため､携帯用放射線測定器を購入します。
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議会報等特別委員会
　委員長／長 井 由 喜 雄 　
副委員長／小 林 由 明
　　委員／渡 邉 雄 三
　　　　　タナカ・キン
　　　　　齋 藤 紀 美 江
　　　　　齋 藤 信 行
　　　　　中 條 征 男

12月定例会の日程
5 日(月)　全員協議会

12 日(月)　本会議（議案上程、
　　　　　　委員会付託、一般質問）
13日(火)　本会議（一般質問）
14日(水)　本会議（一般質問）
15日(木)　本会議（一般質問）
16日(金)　総務文教常任委員会
19日(月)　市民厚生常任委員会
20日(火)　産業建設常任委員会
22日(木)　本会議（委員長報告、
　　　　　　　　質疑、討論、採決）

※各日とも午前9時30分の開催予定で
す。委員会の傍聴についてはお申し込み
ください。お問い合わせは議会事務局へ。

電話　0256-93-5296（直通）

▼ 実りの秋となりましたが、今
年は心から喜べない状況がありま
す。3.11 東日本大震災で被災し
た福島原発事故の影響が大きく、
新潟県でも農産物の安心・安全
を確保するために、放射性物質の
測定をしてからの出荷となりまし
た。大変なお金と労力が掛かって
います。 ▼一刻も早く原発事故が
収束し、被災された人たちがそれ
ぞれの市町村で当たり前の暮らし
ができるようになることを願って
やみません。   　　( 齋藤紀美江 )

postscriptあとがき

市民と議会をつなぐ…

　９月定例会には４件の請願が出されました。このうち、
議会運営委員会に付託された請願は 13 ページで詳し
く紹介しています。その他３件は総務文教、市民厚生の
各常任委員会で審査され、以下のような結果となりました。

請願

採択された請願
●「私立高校生が学費を心配せず学べるように、学費

軽減助成と経常費助成の増額・拡充を求める意見書」
の採択に関する請願　　　（総務文教常任委員会に付託）

　　（請願者）新潟県私学の公費助成をすすめる会
会長　中村直美

●市議会議場に国旗・市旗の掲揚を求める請願
（議会運営委員会に付託）

　　（請願者）日本会議燕・西蒲会長　柴山義榮
日本会議燕・西蒲副会長　山縣恒介

請願の審査結果です

不採択となった請願

【反対とする意見】
　社会保障というのは所得
の多い人も少ない人もみん
な等しく公平に受ける。この
負担を一部の法人と高額世
帯が納めることになる。

【賛成とする意見】
　逆進性の強い消費税は今
でも負担が重く、10％では
生活が立ちゆかない。大企
業への減税こそ見直し、社
会保障の財源に充てるべき。

●「社会保障と税の一体改革」による消費税の増税は行
わないことをもとめる請願（市民厚生常任委員会に付託）

　　（請願者）消費税廃止新潟県各界連絡会
代表　能登惣五郎

●自然エネルギーの開発と普及、プログラムを決めた
原発からの撤退を求める意見書提出に関する請願

（市民厚生常任委員会に付託）
　　（請願者）原発問題住民運動新潟県連絡センター

代表　関根征士

継続審査の請願

● 読んでもらえる議会だよりのために「見やすさ」を追求します。
● 議会閉会後、速やかな議会だよりの発行を目指します。
● 市議会ホームページの会議録で、キーワードや発言者などで検
　 索ができるよう、ホームページの改善に取り組みます。

議会の様子をわかりやすく伝え
られるよう、編集委員会では毎
回議論を重ねています

　市議会ホームページに、
各議員の顔写真を掲載し、
考え方や活動などを知っても
らえるよう各議員のブログ等
をリンクさせました。

変化しました！

変化を目指します！
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